
安
倍
首
相
は
、
昨
年
２

月
の
施
政
方
針
演
説
や
８

月
の
「
戦
後
70
年
談
話
」

を
通
し
て
、
明
治
期
の
よ

う
に
「
西
洋
列
強
」
を
め

ざ
す
こ
と
を
宣
言
し
た
。

憲
法
９
条
を
改
正
し
て
自

民
党
憲
法
草
案
の
「
国
防

軍
」
を
創
設
す
る
野
望
を

む
き
出
し
に
し
た
の
で
あ

る
。
憲
法
改
正
の
前
に
、

違
憲
の
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
を
し
、

米
国
議
会
で
約
束
し
た
安

保
法
制
（
戦
争
法
）
を
強

行
成
立
さ
せ
、
米
軍
と
自

衛
隊
の
一
体
化
を
具
体
化

さ
せ
て
い
る
。
夏
の
選
挙

ま
で
は
封
印
し
て
お
い
て
、

選
挙
後
に
自
衛
隊
の
派
遣

と
改
憲
の
動
き
が
強
ま
る

の
は
必
至
で
あ
る
。

報
道
の
自
由
へ
の
政
府

の
介
入
が
強
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
重
大
で
あ
る
。
安

倍
首
相
と
放
送
局
の
幹
部

の
会
食
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、

そ
の
た
び
に
放
送
局
が
自

粛
を
し
、
番
組
の
変
更
を

行
っ
て
き
た
。
放
送
人
が

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

の
社
会
的
使
命
を
投
げ
捨

て
、
権
力
に
従
順
な
会
社

員
に
成
り
下
が
っ
て
い
る

現
状
は
深
刻
で
あ
る
。
放

送
法
３
条
は
「
放
送
番
組

は
、
法
律
に
定
め
る
権
限

に
基
づ
く
場
合
で
な
け
れ

ば
、
何
人
か
ら
干
渉
さ
れ
、

又
は
規
律
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
。
」
と
し
て
い
る
。

憲
法
21
条
の
「
表
現
の
自

由
の
保
障
」
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
安
倍
政
権

の
戦
争
へ
の
道
に
対
抗
し
、

平
和
へ
の
道
を
大
き
く
掲

げ
て
、
戦
争
に
反
対
す
る

人
も
、
原
発
に
反
対
す
る

人
も
、
経
済
を
よ
く
し
た

い
と
い
う
人
も
、
み
ん
な

一
緒
に
大
き
く
輪
に
な
っ

て
、
い
ま
の
日
本
の
改
革

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
（
編
Ｏ
）
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信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
守
る
宮
城
県
民
集
会

報
道
の
自
由
と
民
主
主
義
|
日
本
の
進
む
べ
き
道

古
賀
茂
明
氏
の
講
演
か
ら

作り笑いでさえ、笑うことは健康にい

いという。いやなことも「キャンセル、

キャンセル」と吹き飛ばし、いつまで

も健康でありたい。笑う機会が多くな

る社会にしたいものですね( ^)o(^ )

今
回
の
「
憲
法
カ
フ
ェ
」

は
片
平
の
組
合
書
記
局
で
、

仙
台
法
律
事
務
所
の
染
谷

昌
孝
弁
護
士
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
「
住
民
投
票
と

地
方
自
治
」
と
題
し
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
話
し
で
は
、
ま
ず
住

民
投
票
の
意
義
と
類
型
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
、
続
い

て
憲
法
92

条
に
お
け
る

「
地
方
自
治
の
本
旨
」
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
が
住

民
の
意
思
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
民
主
主
義
的
要
素

を
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て

住
民
投
票
は
住
民
自
治
の

原
則
が
具
体
化
さ
れ
た
も

の
と
定
義
付
け
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
最
近
賑
わ
せ

た
大
阪
都
構
想
の
事
例
を

挟
ん
で
、
具
体
的
事
例
と

し
て
米
軍
普
天
間
基
地
変

換
に
伴
う
代
替
海
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
建
設
に
つ
い
て
那

覇
地
裁
（
平
成
12
年
５
月

９
日
判
決
）
の
判
旨
を
中

心
に
分
析
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
訴
訟
で
は
住
民

投
票
結
果
の
法
的
拘
束
力

の
有
無
に
つ
い
て
争
わ
れ

ま
し
た
が
、
判
旨
で
は

「
住
民
投
票
の
結
果
を
参

考
と
す
る
よ
う
要
請
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
お
話
し
で
は
こ

れ
を
「
諮
問
的
な
住
民
投

票
を
認
め
る
立
場
に
あ
る

と
思
わ
れ
る
」
と
分
析
、

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
12
名
。
今

回
の
質
疑
も
活
発
に
行
わ

れ
大
変
賑
や
か
な
会
と
な

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二

時
間
で
し
た
。
ち
ら
し
寿

司
も
美
味
と
の
評
判
で
し

た
。

（
高
橋
禎
雄
さ
ん
）

３月でもまだ雪が多く残る弘前の百沢温泉で、

ゆっくり温泉を楽しみながら他大学の多くの

教員の組合員と、年棒制についてや有期雇用

職員の無期転換の話題、看護職の年休取得へ

の秘策など有意義な情報が飛び交いました。

また参加したいですね。

2/20 第２６回
宮城はたらく女性のつどい

笑いヨガで心も体も
リフレッシュ

憲
法
カ
フ
ェ
（
第
10
回
）

住
民
投
票
と
地
方
自
治

３/５～６日
全大教東北地区職種別懇談会

あそべの森で楽しく情報交換


